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寮
・
下
宿

　

新
制
大
学
の
発
足
と
旧
制
大
学
の
終
焉
と
が
重
複
し
た

一
九
四
九
（
昭
和
二
十
四
）
年
か
ら
五
三
年
ま
で
の
時
期
、
本
学

学
生
数
は
一
挙
に
二
万
人
の
大
台
を
突
破
し
た
。
こ
う
し
た
学
生

数
の
急
増
を
背
景
と
し
て
、
福
利
厚
生
施
設
と
し
て
重
要
な
役
割

を
担
っ
た
の
が
学
生
寮
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
期
の
本
学
の
学
生
寮

は
、
三
七
年
に
取
得
し
た
練
馬
区
南
町
練
馬
グ
ラ
ン
ド
内
に
建
て

ら
れ
た
陸
上
競
技
部
・
ラ
グ
ビ
ー
部
・
サ
ッ
カ
ー
部
の
練
馬
寮
、

四
七
年
九
月
に
完
成
し
た
吉
祥
寺
野
球
場
内
の
野
球
部
合
宿
所
、

五
一
年
十
二
月
取
得
の
練
馬
区
向
山
町
の
女
子
陸
上
競
技
部
寮
、

お
よ
び
五
二
年
十
月
新
築
の
阿
佐
ヶ
谷
の
水
泳
部
合
宿
所
と
い
う

よ
う
な
運
動
部
の
寮
で
、
一
般
学
生
の
た
め
の
寮
は
、
練
馬
寮
の

一
部
と
府
中
寮
一
棟
、
板
橋
寮
二
棟
の
み
で
あ
っ
た
。

　

府
中
寮
は
、
本
学
工
業
専
門
学
校
の
校
舎
、
寄
宿
舎
、
実
習
場

と
す
る
目
的
で
、
東
京
都
北
多
摩
郡
府
中
町
の
府
中
製
作
所
敷
地

約
一
万
坪
と
工
場
施
設
の
買
収
の
仮
契
約
が
四
七
年
二
月
に
締
結

さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
同
年
春
に
木
造
二
階
建
て
の
寄
宿
舎
に
学
生

が
入
寮
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
し
か
し
、
本
学
と
府
中
製
作
所
間

の
本
契
約
が
う
ま
く
い
か
ず
、
五
三
年
十
一
月
に
閉
寮
が
決
ま
っ

た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
た
め
実
質
的
な
一
般
学
生
の
た
め
の
寮

は
、
板
橋
寮
二
棟
の
み
で
あ
っ
た
。

　

板
橋
寮
は
四
五
年
十
一
月
に
板
橋
区
板
橋
町
六
丁
目
三
二
四
四

番
地
の
土
地
約
二
〇
九
坪
、
木
造
モ
ル
タ
ル
塗
瓦か
わ
ら

葺ぶ
き

二
階
建
て

の
共
同
住
宅
（
旧
陸
軍
用
宿
舎
）
二
棟
を
購
入
し
、「
学
生
・
生

徒
寄
宿
舎
用
」
と
し
て
認
可
申
請
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

各
棟
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
朋ほ
う

信し
ん

寮
」「
至し

善ぜ
ん

寮
」
と
命
名
さ
れ
、『
中

央
大
学
新
聞
』
に
よ
る
と
、
朋
信
寮
は
七
畳
半
が
一
室
、
六
畳
が

六
室
、
四
畳
半
が
九
室
、
至
善
寮
は
八
畳
が
六
室
、
六
畳
が
一
二

室
で
、
四
畳
半
の
定
員
が
二
人
の
ほ
か
は
、
す
べ
て
定
員
三
人
で

あ
っ
た
。
入
寮
資
格
者
は
原
則
と
し
て
新
入
生
で
、
二
年
目
の
三

月
に
出
寮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、
二
年
間
の
出
寮
期
間

が
来
て
も
、
や
む
を
え
な
い
事
情
で
出
ら
れ
な
い
者
に
、
臨
泊
制

度
と
い
う
も
の
を
自
治
的
に
設
け
て
、
至
善
寮
で
は
一
日
三
〇
円

1 0 1

戦
後
の
学
生
寮

ず
つ
徴
収
し
、
朋
信
寮
で
は
五
日
ま
で
は
無
料
で
、
五
日
以
上
は

三
〇
円
ず
つ
と
っ
て
い
た
。

　

寮
費
は
月
二
〇
〇
円
で
、
こ
の
ほ
か
に
入
寮
の
際
、
寮
維
持
費

と
し
て
朋
信
寮
で
は
二
〇
〇
円
、
至
善
寮
で
は
五
〇
円
が
徴
収
さ

れ
た
。
当
時
米
一
升
二
七
〇
円
、六
畳
一
間
借
り
る
と
月
三
、四
千

円
と
ら
れ
た
状
況
下
で
は
非
常
に
安
か
っ
た
。
た
だ
、
一
ヵ
月
一

人
一
五
〇
円
見
当
の
電
気
代
は
自
弁
で
あ
り
、
ま
た
、
便
所
の
汲

み
取
り
は
、
一
ヵ
月
百
樽
位
あ
っ
て
、
一
樽
一
四
円
で
一
、四
〇
〇

円
と
ら
れ
る
が
、
学
校
か
ら
八
〇
〇
円
し
か
出
ず
、
そ
の
残
り
は

寮
維
持
費
か
ら
出
し
て
い
た
。

　
「
中
央
大
学
寮
規
」
に
よ
り
「
寮
生
を
指
導
監
督
し
建
物
施
設

を
管
理
す
る
た
め
」
寮
監
が
置
か
れ
た
。
寮
監
は
寮
の
運
営
に
は

あ
ま
り
口
を
出
さ
ず
、
寮
の
自
治
は
、
各
寮
三
人
の
寮
務
委
員

を
中
心
に
行
わ
れ
て
い
た
。
寮
務
委
員
は
、
学
校
と
の
交
渉
そ
の

他
一
切
に
あ
た
り
、
近
所
の
理
髪
店
で
一
二
〇
円
の
所
を
八
〇
円

で
、
一
五
円
の
銭
湯
を
一
二
円
に
し
て
も
ら
う
こ
と
に
成
功
し
て

い
る
。

　

寮
に
は
、
食
堂
が
な
い
の
で
外
食
が
原
則
だ
っ
た
が
、
二
、三

人
の
者
を
除
い
て
自
炊
生
活
を
し
て
い
た
。
当
時
の
学
生
は
家
庭

か
ら
の
仕
送
り
は
一
般
に
少
な
く
、
月
三
千
円
か
ら
五
千
円
の
生

活
費
は
ア
ル
バ
イ
ト
で
ま
か
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
苦
し
い
な
が

ら
も
寮
で
生
活
を
で
き
た
者
は
し
あ
わ
せ
で
、
入
寮
に
は
実
質
八

倍
も
の
競
争
を
く
ぐ
り
抜
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　
『
中
央
大
学
新
聞
』
に
よ
れ
ば
、
五
三
年
当
時
、
本
学
に
は
約

二
万
五
千
人
の
学
生
が
在
籍
し
、
そ
の
半
数
以
上
が
地
方
出
身
者

で
あ
る
た
め
、
学
生
寮
の
充
実
を
求
め
る
声
が
多
か
っ
た
。
同

年
十
二
月
代
々
木
大
山
町
の
自
動
車
練
習
場
跡
地
に
建
設
さ
れ
る

代
々
木
第
一
寮
は
、
学
生
の
切
実
な
要
望
に
応
え
た
近
代
設
備
の

学
生
寮
で
あ
り
、
板
橋
寮
時
代
の
終
り
を
つ
げ
る
出
来
事
で
あ
っ

た
。

板橋学生寮


